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更に下層に移動，流亡している，登素服す日ソちカ1八に

よる移動義の差は，0－10∽層では硫安は昆束より

移動が多く．10蝕以下では殆んど差がなくなってい

る．苦士も石灰とほぼ同じ移動を示している．これ等

ライシメーターの移動状況は第4表及び第1図

とほほ一一・致した傾向を示している．

第8表　添加塩基の流亡割企㈲

㌃ 摩 塗 C a O M gO

塩　 基　 一軒 3 2 ユ3
塩 基 ＋硫安 14 0 1 4．1
塩 基 ＋尿素 1 10 18 3

改良資材中の

石灰・苦士の当

初に対する年間

の流し都合を舘

出して第8表

に示した．む灰

の流亡割合は塩

基だけ添加した場合は約3努，塩糸に硫安が加わると

14節．塩基に尿素が加わると11努の流亡割合で，

苦士も石灰と同じ流亡割合を示した．これは裸地，無

作付けの流亡であるが，実際の圃場では植物の被覆に

よる降雨の遮断，根による吸収等によれ　これ等の流

亡量よりかな少少なくをるものと推定される．

5　■も　　ナ　　ぴ

1　粉状熔燐と過石を4：1て混合した改良資材で，

1り）

土壌改Jlを子」‾々い，柾改良と力比して竹・■．’しん収：．；＿伐ソ

f三五兆を－巨l二1たした；．懐中（つ布成分：しけ七千を・㌣粧し／二

改良幻材の没入によ　改良区は無改良区に比〈：∴「＝■伊

佐右妖・苦土■丞■劾態燐酸・塩基飽和吸か増加し．づ1

間の当三草根；■i■では的：iり努の増収を／J－し，†阻宍艮こし

効黒は認められた＿

眉間の牧草抑揚にむ∵ろム屑つイル・常：」：の移

動は，零糸肥利の追肥によりかなり促進されてみり，

特に酔安施用が著しい．しかし3－15珊り卜へ〔シ移

動iiあ重り認め須恒＝・つた．

ユ　師直汗lの気象魚体で紺地状灘で√．1，悲八翫材∴し

て添加したイ川灰・升・仁の流亡割れは，改良翫材単相の

吻合は約3第で，これに窄素肥料が加わると1り～14

事の流亡割むを如し過剰を撃鼻肥潮払出皿≠潮■離船促

進の両でも‖三悪を蓑する．

J二人上牧ギ（1年日の成績を′jてしたか　引続き長期にわ

たってその移動状況を調査し，植生との馴係を検討す

る予定である．

オ‾もードグラスの夏の再生におよぽす窒素

および加里追肥量の影響

大長久一・渡辺　潔・桂　勇・関村　栄

（東北農試）

1　ま　え　が　さ

オーチャートクラスは比較的高温に弱く．駅東以南

では夏枯れが著しい．東北でも夏は刈株が枯れあがり

StandSが減少して，牧草畑生産力の低下と利用年限

の短廟をきたしやすい．夏枯れに対しては刈取管理は

勿論のこと施肥の影響も大きいものと思われるので，

本試験は窒素および加里の追肥昼をかえて．その後の

再生過程を追跡し，夏・の施肥管理の基礎資料を得よう

とした．

2　獣　鹸　方　法

1供試圃場：生産第4年目の圃軌　2番刈を1963

年6月20日高さ12mに刈取少，N（硫安）・BOB

（過石）・Ⅹ20（塩加）を各10a当力要素塁で68タ

づつ追肥

Z　試験区の構成：7月16日高さ12用に刈取れ

108・当身要素量でN（硫安）6・12りの2段階．

K20（塩加）0　12　21且タの3矧階の追肥童を組

合せた6処理区を設定．1区面鮪は30が（3×10m）．

4連制

ユ　調詐項目および方法：施肥後の再生過程を7月

23日から9月3日まで1週毎にSaI叩11ngして追跡

した．調査項目はm■当少刈取部生葦頂および乾物軍

（棄身・茎稗別）・棄面析指数・透光ヰ三・か＝刈株

乾物重・ガ当少茎数，刈取部のN・P205およびK20

含有率．ただし，】汀・］㌔05・K20の分析は常法，T

A Cは88加配厳で100℃1時間分解LSolnogy法

や比色定量した・

3　験　麟　結　果

第1回に刈取部のN・い205・K2〇各成分含有率を

示した．

この図にみられるように，Nの含有率は刈取後2－

3適まではほとんど区間羞がをh．
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第1園　刈取部の成分含有率（乾物用）

刈取後4～5週以降ではN12且夕区がN6且夕区に対し

てやや高く推移しているが，その差は比較的小さい．

X20含有率はK20の追肥量が多レりまど高く．248g区

と121g区の差は小さいが．無追肥区は一段と低く，

その差は生育が旺盛とをる刈取3週間以降でとくに大

きい．

葉面積指数および透光率は第2図にみられるように

区間差はほとんどをh．

したがって第3図にみられるように，乾物収量の区

間差も僅小で，N12Rg．R，024Eg区の刈取後4－

5適jでの生育が他に比較してやや遅滞したにすぎな

い・第4図に茎数の推移を示した．刈取時の面鏡当カ

の茎数が調査箇所によってかな少臭っていたので，そ

の推移を刈取時の茎数に対する比率で示した．

との図によれば，刈取後の茎数の減少およびその後

の増加はN追肥量の多い区（12且グ区）が著しい．

刈株乾物生乳び刈株TACの含有率は第5・6図に

みられるように，全般に私沌追肥量が多い区ほど刈取

後1～3過の低下が著しく，その回復は遅滞し回復の

程度も低い・また，この傾向はⅣ追肥量の多い場合に

著しい．

本試験は刈取残部の減耗を軽減するため12蕗の高

刈を行なった・したがって．各区とも刈取後の枯死株

の発生は少なかったが．刈株乾物乱刈株TAe含有

率の減耗は多肥ほど著Lhことが認められた．また，
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第2図　　案面棟をらび把透光率

第3図　刈取部乾物重
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刈嶋蹟電戯

第4図　　茎　　数

荘）各区とも一定面積当少の茎数の推移を調

査し－　それぞれ刈取時の茎数に対する比
率で示した．
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各区とも刈取部の乾物重・茎数・刈株乾物重・刈株TA

C含有率が最大となったのは刈取4週前後であり，本試

験の条件下ではこの時期が刈取適期と考えられる．

4　む　　　ナ　　　び

近年牧草が畑地に導入され，その多収栽培が要望され

るようになった．牧草は他用・作物に比較して肥料とくに

窒素およびか里の収奪屋が多く，これら成分P多庵が多

収の前提となる．しかしながら，施肥された士凛中の窒

素および加里は比較的溶脱しやすいので，通常それらは
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各刈取時に分施されている．一一ノノ，牧舟は追肥崩か多

くなると，季節によってい．′⊃■占や再生不山を生じ．そ

の栽培管理は陶製になってくる．したがって，多肥条

件下では追月巴立の季節的を配分が重要を問題となる．

本試験の結果では．夏の窒素および加里の多追肥は

刈取部の各成分含有率を高めるれ　生育立の増大には

ほとんど効果がなく，むしろ刈取残部の減耗を助長す

る傾向が認められた．夏はとくに刈取残部の減耗およ

び枯死を生じやナh季節であれ　多肥多収を目標とす

る場合でも，この期間は控え白を追肥が望ましい．
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刈取後週救

第5囲　　刈　株　乾　物　重
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刈取後遺数

第6図　刈株中のTACの含有率（乾物佃）


